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上段「Ｊ１対応新スタジアム」について

・県東部で目指したいスタジアム像をまとめた「基本構想」、
用地・建物・建設運営スキーム 等からなる「基本計画」、
「設計」の順に具体化していく想定としています。

・建設事業団体の発足までは本連絡会が検討の中心を担うもの
と想定しています。

中段「愛鷹競技場改修」について

・【改修事業期間】は、平成29年度沼津市業務委託『アスルクラロ沼津によるにぎわいづくり等に関する調査』において
専門事業者が調査検討を行った結果をもとに、施設管理者である静岡県の意見も踏まえて想定したものです。

・【準備期間】の取組内容についても、施設管理者である静岡県の意見も踏まえて想定したものです。
・愛鷹競技場改修後のＪ２利用期間が短いことが想定される場合、改修の必要性について改めて議論が必要となります。

利用団体調整

沼津市
基礎調査

アスルクラロ沼津 ホームスタジアム整備ロードマップ
（静岡県東部地域サッカースタジアム構想連絡会事務局案 H30.7）
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・基本計画は、沼津市基礎調査で整理した改修概要をもとに、
Ｊリーグ協議や利用団体調整を反映して改修内容を精査する
とともに、ホームスタジアム利用終了後の対応を検討するもの

・設計：利用団体やＪリーグ等との調整を考慮
・工事：利用制限を最小化する工程を考慮
・利用団体調整の状況等により、設計期間や工事期間の
延長が必要となる可能性がある

Ｊ２以上に見合うチーム力・財政力をつける期間
（リーグの順位向上、来場者・ソシオ会員増加、スポンサー獲得、県東部地域でのさまざまな活動）
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連絡会での
構想の
継続検討

工
事
予
算
確
保

新スタジアム
基本構想策定・
Ｊリーグ協議

2018年

『観客席全面を覆う屋根』の有無、
必要な改修内容の確定

「構想」に盛り込む内容
①建設事業主体、②候補地、③ロードマップ
※すべて「考え方」、「方針」のレベル

建設事業
団体発足

工事２～３年程度
（発注準備を含む）

設計２年
（発注準備を含む）

工事３年
（発注準備を含む）基本計画・テナント交渉
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【準備期間】 【改修事業期間】
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